
 

 

美咲町共同募金助成公募要領 
(令和２年度申請 令和３年度配分) 
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（１）助成目的 

共同募金の助成を受けようとする団体等が、自らの活動の趣旨や目的に対しての事業を計画

し実施することにより、対象者のふれあい交流・社会参加の促進や住民への啓発、地域の活性

化等の効果を実現し、｢誰もが安心して生活できる住みよいまちづくり｣を推進する事業に対し

て助成することを目的とします。 

 

（２）助成対象団体 

  助成対象となる団体は、美咲町内に所在し、地域住民を対象に自主的・自発的に地域福祉

活動を行う福祉団体、ボランティア団体、ＮＰＯ法人及び各種民間福祉施設・団体などで、

共同募金の趣旨について理解し、共同募金運動にも積極的に参画･協力する団体とします。 

 

（３）助成対象事業 

次に掲げる事業で、年度末までの間に実施・完了する事業を対象とし、事業についてヒア 

リングを行う場合があります。 

① 対象者に対して実施する交流事業や小地域福祉活動支援事業 

② 対象者の日常生活自立支援及び社会参加促進援助活動事業 

③ 子育て支援や児童の健全育成に関する事業 

④ 住民への啓発活動事業 

⑤ その他、福祉に関する諸事業 

 

（４）助成の対象としない事業 

   ① 市町村からの委託・補助事業を受けての事業 

      但し、幅広い独自の地域福祉活動については助成の対象とする。 

    ② 当事者やその家族が主たる構成員と成す団体が当事者のために行う活動 

    ③ 事業実施に十分な資金を有すると認められるなど、助成金以外の財源で実施可能と認めら

れる事業 

④ 助成目的にあてはまらないとみなされる事業 

 

（５）助成の対象とならない経費 

 ① 飲食費またはそれに類するもの 

    ② 人件費（時給・日給等）に類するもの 

    ③ 団体全体の運営費（事務費等）に類するもの 

    ④ 研修旅行費・大会参加費等 

    ⑤ 使用頻度の低い器材等の購入費 

  

（６）助成額 

       助成額は、実施しようとする事業にかかる経費の３/４以内とし、1万円以上２０万円以内

とします。 

 

（７）助成回数等の制限 

① 事業の助成は、１団体につき１事業とします。同一団体については、原則３年以内とします。 

なお、連続して助成を受けた後は、次の助成まで３年は空けることとします。 

② 器材等の購入への助成は、同一団体に対し原則として１回限りとします。 

③ 過去の助成状況も対象期間とします。 
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（８）応募方法 

     所定の助成申請書に関係書類を添付し、美咲町共同募金委員会（美咲町社会福祉協議会内）

に提出してください。 

   

（９）募集期間 

   令和２年１０月１日（木）から令和２年１２月２３日（水）まで 

 

（１０）申請の手続き～決定～交付式～事業完了報告書の提出までの流れ 

① 申請の手続き 

「助成金交付申請書」及び事業、予算計画書（各団体独自の様式でも可）を提出 

② 美咲町共同募金委員会にて助成可否及び金額決定後、申請団体へ助成可否通知及び決定団

体へ「助成金交付請求書」を送付 

    ③ 請求書提出により「助成金交付書」及び助成金交付（助成交付式にて交付予定） 

④ 事業完了報告書の提出 

事業完了後、事業実施報告書（各団体独自の様式でも可）を提出 

 

※申請書及び報告書等に記載された個人情報は適切に取り扱い、許可無く第三者に提供しません。 

 

(１１) 審査選考 

  ① 審査委員会 

    配分助成審査は、審査委員会によって行い、令和３年３月末日までに配分助成の採否を決定

します。但し、審査の結果、配分助成金額が要望額より減額される場合があります。 

   (審査委員会で決定後、共同募金運営委員会に答申し、承認後決定の流れです) 

  ② 審査委員 

    審査委員は９名とし、地域の民意を公正に反映する者をとし、共同募金寄付者の代表者、 

   社会福祉関係者、学識経験者等で構成しています。  
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